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3）自己免疫疾患合併妊娠管理上 の 問題点と対策

順天堂大学教授 吉 田 幸　 洋

　 自己免疫疾患とは ， 本来異物 とは認識 されない

はずの 自己 の 組織に対 して 抗体 （自己抗体）が産

生され，自己の 組織と の 間に抗原抗体反応が引 き

起 こ され る結果，組織が 障害を受ける こ とに よ っ

て生 じる疾患 をい う． 自己免疫疾患 に は多 くの 疾

患が含 まれ る が ， 大 きく分ける と， 特定 の 組織の

みが 障害され る臓器特異性 自己免疫疾患 （バ セ ド

ウ病，ITP など）と，全身の 多臓器が障害 される臓

器非特異性 自己免疫疾患 （SLE など） に分 けるこ

とが で きる．

　 自己免疫疾患は出産年齢に ある女性 に好発す る

疾患が多い ため
， 妊娠 との かかわ りが問題 となる

こ とが少 な くない ．例 えば ， 妊娠に よっ て 自己免

疫疾患 その もの の 悪化 をみ る場合がある． また ，

患者血 中に存在す る 自己抗体の 中に は
， 妊娠の 維

持 に影響 した り，妊娠 中に経胎盤的に胎児 に移行

す る こ とに よ っ て 母体 と同様 の 疾患 を形成 す るだ

けで な く， 児に特有 の 病態を形成する場合 もある．

さらに ， 自己免疫疾患の 治療 にお い て は副 腎皮質

ス テ ロ イ ド剤の ほ か母体の 疾患 に応 じた種 々 の 薬

剤が使用 されるの で，妊娠中はこ れ らの 薬剤の 胎

児へ の 影響 を考慮する必要がある．こ の よ うに
，

自己免疫疾患合併妊娠 に お い て は多くの 問題が提

起 されて い るが ，

一
方 ， 近年の 周産期管理法の 進

歩 に よっ て ， 適切 な治療 と管理 を行えばハ イリス

クの 患者で も挙児可能な例が増 えて きて い る．

　妊娠が母体の 自己免疫疾患に 及ぼす影響に関 し

て は，妊娠 に よ っ て 悪化 をみ る場合 と逆に軽快す

る場合があ り，同
一
疾患にお い て も必 ずし も

一
定

の 傾向が な い ．臓器非特異性 自己免疫疾患 の 代表

的な疾患で ある SLE で は ， 妊娠した時点で活動期

にあ る場合 は増悪する可能性が高 く， 妊娠 に伴 う

Thl／Th2 バ ラ ン ス の 変化 との 関係 が示唆 されて

い る．

　SLE で は抗 リ ン脂質抗 体 を有 す る例 が多 く，

1997 年改訂の SLE の 分類基準 の 免 疫異常の 項 目

に新 たに加え られ た．抗 リ ン 脂質抗体 を有する 抗

リン脂質抗体症候群 （APS ）で は fetal　Iossが 高頻

度に 起 きる こ とが知 られ てお り， 病理 組織学的に

は胎盤 絨毛に お い て 広 範 囲の 梗 塞 や 絨毛周 囲の

fibrinoid　change が認め られ る．APS に 対 して は低

用量ア ス ピ リ ン療法や ヘ パ リ ン療法に加え ， 血 漿

吸着療法が妊娠維持に有効で ある．

　SLE や シ ェ グ レ ン症 候群 に 認め られ る こ との

多 い 抗 SS．A 抗体 と抗 SS−B 抗体 は ， 胎児 に移行す

る こ とに よっ て新生児ル ープス （NLE）を引 き起 こ

す．NLE の 症状の 多 くは
…過性 であ るが ， 完全房

室ブ ロ ッ クが発症する と永久的に ペ ース メ ー
カ
ー

が 必要 となる ．完 全房室ブ ロ ッ ク は
， 抗 SS．A 抗体

と抗 SS−B 抗体の なかで も 52kD 　SS−A 抗 原 な らび

に 48kD 　SS−B 抗 原 を認 識す る そ れ ぞ れ の 抗体が

存在す る場合 に発症率が 高 い こ とが 知 られ て い

る．したが っ て ， これらの 抗体 が陽性 の 場合は r ．

重膜濾過に よ る血 漿交換療法 を行い 抗体の 減少 を

は かる必要がある．

　母体 に対す る治療 として は
一

般 に副 腎皮質ス テ

ロ イ ド剤が用 い られ る．副腎資質ス テ ロ イ ド剤の

うち プ レ ド ニ ゾ ロ ン は 胎盤 に 存在す る 11fihy−

drexysteroid　dehydrogenase に よ っ て 不活性型 に

変化 され やす く児に対する影響は少な い とい うこ

とが で きる．臓器特異的な 自己免疫疾患 である バ

セ ドウ病に対 して は母体に抗甲状腺薬が投与 され

るが ，
バ セ ドウ病の 原因で ある TSH 受容体抗体 も

胎児に移行す るため胎児 もこ の 抗体の 影響下に あ

り， 母体由来の 抗甲状腺薬 に よ っ て 自然 に治療 さ

れ る．自己免疫疾患合併妊娠の 管理 に お い て は，

妊婦の 自己判断に よる休薬が最 も危険であ る．
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